
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ［例会日］第 1・2金曜日 12：30〜13：30［例会場］ホテルモリノ新百合丘 7F TEL：044-966-1300 

     ［例会日］第 3・4金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-966-1300 

  

第第第第 2590259025902590 地区第地区第地区第地区第 1111・・・・第第第第 2222・・・・第第第第 3333 グループグループグループグループＩＭＩＭＩＭＩＭ    

【【【【日日日日    時時時時】】】】平成平成平成平成 24242424 年年年年 2222 月月月月 22222222 日日日日（（（（水水水水））））    

                        13131313 時時時時 30303030 分分分分～～～～18181818 時時時時 30303030 分分分分    

【【【【会会会会    場場場場】】】】ソリッドスクエアホールソリッドスクエアホールソリッドスクエアホールソリッドスクエアホール B1B1B1B1 階階階階    

【【【【テーマテーマテーマテーマ】】】】「「「「留学生留学生留学生留学生とととと文化交流文化交流文化交流文化交流」」」」    

【【【【プログプログプログプログラムラムラムラム】】】】    

    開会式開会式開会式開会式    

 基調講演基調講演基調講演基調講演「ロータリーと国際交流プログラム」    

  露木雄二ガバナーエレクト 

 パネルディスカションパネルディスカションパネルディスカションパネルディスカション（（（（事例発表事例発表事例発表事例発表））））※敬省略    

  米山記念奨学生 

  シャフィ フラン（イラン）  川崎幸RC 

   沈 仁凱（中国）       川崎とどろきRC 

   ホ・ダン・ミ・アン（ベトナム）川崎麻生RC 

  ホストファミリー 

 牛山 裕子（川崎大師RC） 

   小泉 正博（川崎中原RC） 

   佐々木恒治（川崎百合丘RC） 

  留学生との交流 

  霍  暁霞（中国）      川崎RC 

  パネルディスカション＆総評 

   コーディネーター 毛利 尚方元分区代理 

   パネリスト    発表者全員 

 閉会式閉会式閉会式閉会式    

 懇親会懇親会懇親会懇親会    演奏 西村菜美バンド    

 

【【【【出席委員会出席委員会出席委員会出席委員会】】】】    

例会数 会員 出席 欠席 メーク 出席率 

第 952 回 21 13 8 - 61.90％ 

第 951 回 21 21 0 - 100％ 

第 950 回 21 21 0 - 100％ 

第 953 回例会  3 月 2 日(金)    理事・役員会⑨ 場所：ホテルモリノ 

第 954 回例会  3 月 16 日(金)  環境美化ポスター貼り 場所：百合ヶ丘カントリー倶楽部 

    
上澤上澤上澤上澤ガバナーあいさつガバナーあいさつガバナーあいさつガバナーあいさつ    

    

    
ミアンのミアンのミアンのミアンの発表発表発表発表    

※※※※    別紙参照別紙参照別紙参照別紙参照    

    

【【【【会報委員会会報委員会会報委員会会報委員会】】】】                                            文責文責文責文責    安藤則雄安藤則雄安藤則雄安藤則雄 

第 952 回 例会記録 平成 24 年 2月 22 日（水） S.A.A 委員長 梶 俊夫 



別紙 

皆様、こんにちは。 

ベトナムのフエから参りましたミアンと申します。 

もともと、ベトナムのフエ外国語大学日本語・日本文化学部で初級日本語授業を３年担当してきましたが、1010 年 4 月

に現地採用米山奨学生として来日しました。 

鈴木憲治様をはじめ、川崎麻生ロータリークラブで大変お世話になっております。 

ご存知だと思いますが、現地採用というのは学校推薦制度ではなく、面接の方々がわざわざベトナムのホーチミン市まで

来て、直接面接していただき、選ばれたのです。おかげで、ずっとあこがれていた桜の国に留学する夢が実現できました。 

 来日し、2 年目になりましたが、1 年目は日本語学校に通い、現在は拓殖大学大学院言語教育研究科で日本語教育学の修

士課程で勉強しています。 

この間一時帰国させていただき、一ヶ月家族と楽しく過ごせました。帰った時にちょうどお正月のところでした。懐か

しいお正月の風景の写真を数枚撮影してきましたので、お見せしましょう。 

こちらはお正月のお花の市場です。無くていけないのは飾りのお花で、よくお正月の一週間前においてあります。ベト

ナムの北部はよく梅と似たようなホア・ダオを飾ります。それに対して、中部、南部はよくロウバイと似たようなホア・

マイというを飾ります。 

日本で菊の花はよくお葬式のイメージを与えますが、ベトナムのお正月に黄色い菊の花がよくお好まれます。 

お料理に移りますと、日本はおせち料理ですが、ベトナムは日本のちまきのようなバイン・チュンというのを食べます。 

日本の年末年始のお休みは短いのに対して、ベトナムのお正月のお休みは結構長くて、十日間ぐらいです。 

大晦日の夜は祖先に供えのあと、よく花火を見に行きます。元旦の日はお寺、お墓参り、祖父母の家訪問、二日は親戚

の家訪問、三日は学校の先生や、友達、同僚などの家訪問で、どこへ行っても、バイクや人で道が込んでいて、非常にに

ぎやかです。そして、四日は五日からのお仕事、お勉強などのための準備です。ベトナムのお正月は大体これで終わりで

すが、ちなみに、親戚、知り合い、同僚、学校の先生、友達の家訪問ですが、年内毎日会っていても、お正月の時にお互

いに予約なしで、よく訪問する習慣があります。会って、ビールを飲んだり、食事したりして、お互いに新年の祝辞をし

ます。 

日本の全体はまだ分かりませんが、東京での日本のお正月はベトナムのお正月より、ずっと静かだと思って、大変びっ

くりしました。お互いに家訪問をあまりしないのは一番びっくりするのです。 

これらのようなベトナムと日本の違う習慣を将来、日本での勉強が終わって、帰国したら、仕事に戻って、学生たちに

日本事情を伝えることができると思います。日本での留学は後 1 年間ですが、頑張りきって、日本語、日本語の教え方、

日本の習慣についてもっともっと勉強していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で、簡単な事項紹介、ベトナムと日本のお正月の習慣についてでした。 

御清聴どうもありがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

1 氏名 ホ・ダン・ミ・アン 

2 出身国：ベトナム 

3 所属学校・学部名：拓殖大学大学院言語教育研究科日本語教育学専攻 修士課程 1 年 

4 世話クラブ：川崎麻生ロータリークラブ 

5 クラブ内ポジション：現地採用米山奨学生 

6 奨学期間：平成 22 年 4 月～25 年 3 月（3 年間） 

 


